
（東京都）

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
軸
に
育
ま
れ
た
丘
の
上
の
ま
ち

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
で
目
指
す
持
続
可
能
な
ま
ち

一
気
に
増
え
た
人
口
が
一
斉
に
高
齢
化

　

東
京
西
部
の
多
摩
丘
陵
北
端
の
尾
根
筋
か
ら
、
東

側
に
開
け
た
多
摩
川
低
地
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い

く
一
帯
を
エ
リ
ア
と
す
る
多
摩
市
が
誕
生
し
た
の

は
、
昭
和
46
年
11
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
面
積
約
21
㎢
、

人
口
約
３
万
人
の
旧
南
多
摩
郡
多
摩
町
が
そ
の
ま

ま
、
多
摩
市
へ
と
移
行
し
た
。

　

21
㎢
の
面
積
は
、
全
国
都
市
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

７
９
２
市
中
・
７
３
３
位
と
下
方
に
位
置
し
て
い
る
。

し
か
し
、
市
制
施
行
48
年
目
の
昨
年
10
月
１
日
時
点

で
の
人
口
14
万
７
８
３
２
人
は
同
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全

国
１
６
３
位
、
人
口
密
度
７
０
３
６
人
は
全
国
48
位

と
、
そ
れ
ぞ
れ
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。
し
か
も
平

成
７
年
に
記
録
し
た
多
摩
市
の
ピ
ー
ク
時
の
人
口
は

14
万
８
１
１
３
人
だ
。
現
在
は
ご
く
緩
や
か
な
減
少

傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
の
状
態

を
維
持
し
て
い
る
。

　
「
狭
い
面
積
に
高
い
人
口
密
度
」は
、
東
京
の
都
市

部
全
体
に
特
有
の
傾
向
だ
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う

に
多
摩
市
は
、
多
摩
丘
陵
の
東
側
斜
面
か
ら
多
摩
川

低
地
に
向
け
て
開
け
た
ま
ち
だ
。
市
域
の
半
分
以
上

は
谷
間
の
多
い
、
つ
ま
り
耕
地
面
積
の
狭
い
丘
陵
地

帯
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
人
口
が
密
集
す
る
地
形

で
は
な
い
が
、
ご
承
知
の
よ
う
に
多
摩
市
は
そ
の
谷

間
地
形
を
縫
う
よ
う
に
、
丘
の
上
に
建
設
さ
れ
た
多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
を
前
提
に
市
制
施
行
さ

れ
、
急
発
展
し
て
き
た
ま
ち
な
の
だ
。
現
時
点
で
も

市
域
の
約
60
％
、
人
口
の
約
70
％
（
約
10
万
人
）
を

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
エ
リ
ア
が
占
め
て
い
る
。

　

し
か
も
、
単
な
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
な
い
。
多

摩
市
に
は
か
な
り
の
企
業
集
積
が
あ
る
。
そ
の
要
因

の
一
つ
は
、
私
鉄
の
京
王
線（
２
路
線
）・
小
田
急
線

が
乗
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
新
宿
と
直
結
（
最
短
約

30
分
）
し
、
新
宿
経
由
で
各
都
心
部
と
も
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
共
に
多
摩
地
区
の
中
核
を
成

す
八
王
子
市
や
立
川
市
、
調
布
市
、
府
中
市
な
ど
と

も
、
京
王
線
や
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
で
直
結
し
て
い

る
。
さ
ら
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に
付
随

し
、
丘
陵
地
帯
の
尾
根
筋

沿
い
に
約
17
㎞
に
わ
た
っ
て
建
設
さ
れ
た

南
多
摩
尾
根
幹
線
や
、
尾
根
筋
か
ら
斜
面
を
下
る

形
で
建
設
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
通
り
な
ど

の
幹
線
道
路
と
支
線
道
路
が
縦
横
に
組
み
合
わ
さ

れ
、
丘
陵
の
反
対
側
（
南
側
）
に
位
置
す
る
町
田
市

や
川
崎
市
、
稲
城
市
な
ど
も
含
め
た
、
周
辺
の
各

地
域
に
至
る
道
が
四
通
八
達
し
て
い
る
。

　

ま
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
エ
リ
ア
は
計
画
的
に
開

発
さ
れ
て
き
た
た
め
、
商
業
施
設
の
集
積
地
が
バ

市 政 ル ポ 多
た ま

摩市

阿
あ べ

部裕
ひろゆき

行
多摩市長
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ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
開
発
前
か
ら

伝
統
的
に
続
く
都
市
農
業
（
ネ
ギ
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
の
畑
作
中
心
）
も
比
較
的
盛
ん
で
あ
る
。
多
摩

市
は「
暮
ら
せ
る
ま
ち
」で
あ
る
と
と
も
に「
働
け
る

ま
ち
」
で
も
あ
る
の
だ
。
そ
の
結
果
と
し
て
現
在
、

多
摩
市
で
は
昼
間
人
口
と
夜
間
人
口
が
ほ
ぼ
同
数
と

い
う
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
て
も
い
る
。

　

た
だ
し
、「
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、
都
心
部

一
極
集
中
の
あ
お
り
を
受
け
、
働
き
盛
り
世
代
の
定

住
を
よ
り
促
進
し
な
い
限
り
、
多
摩
市
を
形
成
し
て

い
る
バ
ラ
ン
ス
が
い
つ
崩
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
危
機
感
が
あ
る
の
も
、
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
」と
、

阿
部
裕
行
多
摩
市
長
は
語
る
。

　
「
特
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
初
期
、
昭
和
46
年

の
第
１
次
入
居
開
始
か
ら
わ
ず
か
25
年
間
で
、
人
口

が
ピ
ー
ク
時
に
は
14
万
８
１
１
３
人
に
達
し
ま
し

た
。
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
入
居
し
た
働
き
盛

り
世
代
は
現
在
、
一
斉
に
70
歳
代
・
80
歳
代
に
な
っ

て
お
り
、
人
口
の
ピ
ー
ク
時
に
入
居
し
た
方
々
も
世

帯
主
の
年
齢
は
50
歳
代
が
中
心
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
多
摩
市
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
エ
リ
ア

内
の
高
齢
化
率
は
現
在
約
30
％
で
、
や
は
り
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

エ
リ
ア
を
持
つ
八

王
子
市
（
同
約

21
％
）・
稲
城
市

（
同
約
19
％
）・
町

田
市（
同
約
13
％
）

の
そ
れ
と
比
較
し

て
も
、
ダ
ン
ト
ツ

の
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
ま
す
」

　

ち
な
み
に
多
摩

市
全
市
域
の
高
齢

化
率
は
現
在
約

28
％
だ
が
、
平
成

元
年
に
は
５
・

２
％
だ
っ
た
。
30

年
間
で
一
気
に
５

倍
以
上
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
、
こ

れ
は「
日
本
最
速
の
高
齢
化
現
象
の
事
例
」と
も
さ
れ

て
い
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
魅
力
再
評
価
と 

再
生
へ
の
動
き

　

前
述
の
よ
う
に
多
摩
市
は
交
通
の
要
衝
と
し
て
、

都
心
部
と
多
摩
地
区
の
結
節
点
に
位
置
し
て
お
り
、

暮
ら
す
に
も
働
く
に
も
非
常
に
便
利
だ
。
半
面
、「
別

の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
外
か
ら
も
入
っ
て
き
や
す
い

が
、
中
か
ら
外
に
出
や
す
い
環
境
下
に
あ
る
（
笑
）。

選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
都
心
部

は
も
ち
ろ
ん
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
さ
ら
に
多
摩

地
区
な
ど
、
全
国
有
数
の
レ
ベ
ル
で
都
市
的
集
積
が

進
ん
で
い
る
ま
ち
が
目
白
押
し
で
す
」（
阿
部
市
長
）

新宿区多摩市

谷戸に戸建て、丘の上に集合住宅が並ぶ多摩ニュータウンの典型的風景

京王線・小田急線・多摩モノレールが乗り入れている多摩センター駅
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と
い
う
状
況
も
あ
る
。

　

多
摩
市
は《
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
》な
ど
で
も
し

ば
し
ば
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
同
様
に
全
体
に

緑
が
多
く
、
暮
ら
し
や
す
い
多
摩
地
区
は
、
都
市
間

競
争
と
い
う
意
味
で
は
力
の
拮き
っ
こ
う抗
し
た
都
市
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
し
か
も
高
齢
化

が
突
出
し
て
進
む
多
摩
市
が
、
今
後
と
も
持
続
可
能

な
ま
ち
と
し
て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
？

　

そ
れ
に
つ
い
て
阿
部
市
長
は
、「
多
摩
市
の
魅
力

や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
、
既
に
暮
ら
し
て
い
る

市
民
の
皆
さ
ん
も
意
外
と
知
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
改

め
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ま
ず
重
要
。
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
、
ま
ち
を
愛
す
る
心
で
す
ね
」と
語
る
。

　
「
同
時
に
市
外
の
方
々
に
対
し
て
は
、『
多
摩
市
に

住
ん
で
み
た
い
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た

め
の
努
力
や
情
報
発
信
を
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
戦
略

の
下
で
、
各
種
媒
体
な
ど
に
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

な
の
で
す
」

　

発
信
さ
れ
て
い
る
多
摩
市
の
魅
力
と
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
非
常
に
個
性
的
だ
。

　
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
エ
リ
ア
の
市
域
に
占
め
る
比

率
が
約
60
％
と
、
他
の
３
市
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
高

い
多
摩
市
の
公
園
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
い

ま
だ
に
日
本
を
代
表
す
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
、

時
代
の
先
頭
を
走
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
象
徴
の
一
つ
が
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
《
歩

車
分
離
》
の
道
づ
く
り
で
す
。
多
摩
市
域
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
の
各
団
地
を
結
ぶ
道
は
、
遊
歩
道
に
な
っ

て
い
て
、
公
園
内
の
園
路
と
あ
わ
せ
、
そ
の
総
延
長

距
離
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
と
ほ
ぼ
同
じ
約
41

㎞
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
早
く
に
着
手
さ
れ
、
入
居
も
早
く
に
始

ま
っ
た
た
め
に
、
初
期
に
完
成
し
た
諏
訪
・
永
山
地

区
を
中
心
に
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
も
い
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
半
面
、
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の

は
多
摩
市
に
お
け
る《
65
歳
健
康
寿
命
》が
、
男
女
共

に
都
区
内
全
域
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
で
し
ょ
う
。
多
摩
市
お
よ
び

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
元
気
な
高
齢
者
が
非
常
に
多
い

の
で
す
」

　

さ
ら
に
多
摩
市
の
一
人
当
た
り
の
市
立
公
園
面
積

（
13
㎡
）は
、
都
内
26
市
中
の
第
１
位
で
あ
り
、
市
民

活
動
の
活
発
さ
を
測
る
物
差
し
の
一
つ
で
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
数
に
お
い
て
は
、
都
内
26
市
中
の
第
３
位

（
市
民
10
万
人
当
た
り
60
団
体
）で
あ
る
。

　
「
健
康
寿
命
の
長
い
高
齢
者
が
多
い
の
は
、
い
つ

で
も
散
歩
で
き
る
41
㎞
も
の
歩
車
分
離
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
縦
横
に
張
り

巡
ら
さ
れ
、
運
動
の
で
き
る
公
園
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
。
さ
ら
に
多
彩
な
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
活
動
に
い
そ
し
む
な
ど
、
日
々
の
暮

ら
し
を
豊
か
に
過
ご
せ
る
環
境
が
常
に
身
近
に
あ
る

か
ら
こ
そ
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
皆
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
理
念

に
当
初
か
ら
う
た
わ
れ
て
き
た
要
素
で
す
。
高
齢
化

ニュータウン内の総延長が41㎞にも及ぶ歩車分離の遊歩道

ニュータウン最初期に開発された諏訪・永山地区の建て替え物件
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多摩市　市 政 ル ポ

（東京都）

が
思
っ
た
以
上
に
急
速
に
進
行
し
た
半
面
、
最
初
の

入
居
か
ら
約
半
世
紀
が
経
過
し
た
今
、
暮
ら
し
の
場

と
し
て
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
む
し
ろ
理
念
通

り
の
熟
成
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
ま
す
」

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
と
す
る
街
並
み
も
、
民
間

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
の
開
発
を
含
め
、
拡
充
化
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
昔
の
公
団
住
宅
タ
イ

プ
の
団
地
も
あ
れ
ば
、
現
代
の
働
き
盛
り
世
代
の
意

向
を
取
り
入
れ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
団
地
（
賃

貸
中
心
）
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
駅
近
の
マ
ン
シ
ョ
ン

や
戸
建
て
住
宅
群
な
ど
、
住
ま
い
だ
け
で
も
世
代
や

価
値
観
の
違
い
に
応
じ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
各
種

そ
ろ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
も
高
齢
化
率
が
高
く
、
建
物
も
老
朽
化

し
て
い
る
諏
訪
・
永
山
地
区
で
は
、
最
初
に
入
居
が

行
わ
れ
た
諏
訪
２
丁
目
団
地
の
建
て
替
え
が
、
平
成

25
年
に
既
に
竣
工
。
同
団
地
に
は
子
育
て
世
代
を
中

心
と
す
る
新
た
な
居
住
者
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。２

０
４
０
年
の
理
想
形
を
示
す 

《
リ
・
デ
ザ
イ
ン
計
画
》

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
の
た
め
の
当
面
の
具
体

的
な
目
標
は
、
諏
訪
２
丁
目
団
地
と
同
様
に
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
初
期
に
完
成
し
、
老
朽
化
の
進
む
建
物
や
公

園
・
公
共
施
設
な
ど
付
帯
施
設
も
含
め
た
《
リ
・
デ

ザ
イ
ン
》
お
よ
び
、
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
も
巻
き

込
み
進
め
ら
れ
て
い
る
多
摩
市
独
自
の
《
健
幸
ま
ち

づ
く
り
》だ
。

　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
に

つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
、
ざ
っ
と
時
系
列
的

に
整
理
し
て
み
た
い
。

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
へ
の
動
き
は
以
前
か
ら
あ
っ

た
が
、
平
成
24
年
６
月
、
東
京
都
の
「
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
等
大
規
模
団
地
再
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策

定
さ
れ
た
こ
と
で
よ
り
本
格
化
し
た
。
そ
れ
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
の
が
、
前
述
の
諏
訪
２
丁
目

団
地
建
て
替
え
事
業
だ
っ
た
。

多摩センターエリアのシンボル的な複合文化施設・パルテノン多摩

多摩の名主の生活ぶりを今に伝える「富澤家」住宅

多摩ニュータウンの空間的な核を構成する多摩中央公園
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こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
多
摩
市
も
、
平
成
28
年

３
月
に
「
多
摩
市
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
方
針
」
を
策

定
。
同
時
期
に
策
定
さ
れ
た「
多
摩
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」や
現
行
の
総
合
計
画（
第
５

次
）
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン
ス
も
加
味
し
た
上
で
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
を
軸
に
し
た
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
動
き
を
踏
ま
え
る
形
で
、
平
成

30
年
２
月
に
東
京
都
が
「
２
０
４
０
年
代
に
目
指
す

べ
き
将
来
像
」に
基
づ
い
た「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

域
再
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
。
多
摩
市
も
同
年

２
月
、「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

リ
・
デ
ザ
イ
ン 

諏
訪
・

永
山
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
へ
の
動
き
は
、
順
次
段
階
を
追

い
な
が
ら
の
協
働
作
業
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「『
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

リ
・
デ
ザ
イ
ン 

諏
訪
・

永
山
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
は
２
０
４
０
年
代
の
完
成

を
目
標
に
し
た
未
来
図
の
よ
う
な
も
の
で
、
小
田

急
線
・
京
王
線
の
永
山
駅
周
辺
の
拠
点
ゾ
ー
ン
の

再
構
築
、
既
存
団
地
の
再
生
促
進
、
さ
ら
に
南
多

摩
尾
根
幹
線
の
４
車
線
化
に
よ
る
沿
道
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
向
上
を
見
込
ん
だ
、
新
た
な
産
業
立
地

な
ど
を
含
む
方
向
性
を
示
し
た
総
合
的
な
計
画
で

す
。
お
よ
そ
50
年
前
に
最
初
に
誕
生
し
た
諏
訪
・

永
山
地
区
全
体
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
全
体
的
な
再
生
の
先
駆
け
と
な
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
い
え
ま
す
」

　

多
摩
市
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
に
向
け

た
、
そ
の
他
の
代
表
的
な
動
き
と
し
て
は
、
例
え
ば

多
摩
市
中
央
公
園
の
改
修
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
は
多

目
的
ホ
ー
ル
や
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
が
入
居
す

る
《
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
》、
花
と
緑
の
オ
ア
シ
ス
《
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
》、
多
摩
地
区
の
庄
屋
屋

敷
の
構
造
を
今
に
伝
え
る《
旧
富
澤
家
》な
ど
を
擁
す

る
中
央
公
園
の
老
朽
化
し
た
施
設
や
園
路
な
ど
の
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
む
全
面
的
な
改
修
工
事
だ
。

さ
ら
に
同
公
園
内
で
は
、
市
民
待
望
の
多
摩
市
図
書

館
本
館
の
再
整
備
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
る
（
完
成

予
定
は
令
和
４
年
度
）。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生

の
肝
と
な
る
全
世
代
対
策
お
よ
び
、
精
神
的
な
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
が
、
先
に
少

し
触
れ
た
多
摩
市
の《
健
幸
ま
ち
づ
く
り
》で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
の
カ
ギ
を
握
る 

《
健
幸
ま
ち
づ
く
り
》

　
「《
健
幸
ま
ち
づ
く
り
》
と
の
出
会
い
は
、
平
成
25

年
に
大
分
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
都
市
問
題
会
議
で

す
。
そ
の
席
上
、
見
附
市
の
久
住
時
男
市
長
（
日
本

健
幸
都
市
連
合
代
表
）か
ら《
健
幸
ま
ち
づ
く
り
》の

要
点
は
、
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し

て
初
め
て
成
立
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
エ
ビ
デ
ン
ス
を

ど
う
構
築
し
て
い
く
か
が
最
も
重
要
だ
と
い
う
こ

と
。
何
よ
り
も
多
世
代
に
わ
た
り
、
高
齢
者
も
子
ど

も
も
障
が
い
者
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
幸
せ
を

2018年に開催された「健幸まちづくりシンポジウム」

若者会議が運営する「未知カフェ」は市内の若者たちの集いの場
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実
現
す
る
た
め
の
手
法
が《
健
幸
ま
ち
づ
く
り
》な
の

だ
と
い
う
お
話
を
聞
い
て
、
ま
さ
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ

が
落
ち
る
思
い
が
し
ま
し
た
」

　

平
成
25
年
は
諏
訪
２
丁
目
団
地
の
建
て
替
え
が
竣

工
し
、
多
摩
市
が
東
京
都
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受

け
、
自
ら
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
の
検
討
に
着
手
し

た
時
期
だ
っ
た
。
さ
ら
に
東
京
都
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
単
に
沿
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
特
性
を
生
か
し

た
、
多
摩
市
独
自
の
地
域
再
生
の
道
を
模
索
し
て
い

た
阿
部
市
長
に
と
っ
て
、「
思
わ
ず
歩
き
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
盤
に
、
医
療
費
削
減
を
は
じ
め

と
す
る
高
齢
化
対
策
、
ひ
い
て
は
少
子
高
齢
化
時
代

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
応
用
の
利
く
《
健

幸
ま
ち
づ
く
り
（
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の

構
築
）》は
、「
合
理
的
な
地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
」と
し

て
捉
え
ら
れ
た
。
実
際
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し

つ
つ
も
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
、
楽
し
く
歩
け
る

場
所
に
事
欠
か
な
い
多
摩
市
の
環
境
特
性
は
《
健
幸

ま
ち
づ
く
り
》に
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
い
え
る
。

　

さ
て《
健
幸
ま
ち
づ
く
り
》と
の
相
性
が
良
く
、「
暮

ら
し
て
も
良
し
、
働
い
て
も
良
し
」
の
多
摩
市
の
環

境
的
な
特
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
随
時
触
れ

て
き
た
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
特
徴
的
な
環
境
特
性
と

し
て
は
、
21
㎢
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
に
、
六
つ
の

私
立
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関
が
立
地

し
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
多

さ
な
ど
、
地
域
活
動
の
活
発
な
多
摩
市
の
特
性
を
支

え
る
要
素
は
、
学
生
の
多
さ
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
「
多
摩
市
の
考
え
る
市
民
は
、
住
民
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
多
摩
市
で
働
く
人
、
学
ぶ
人
は
も
ち
ろ

ん
、
行
政
や
事
業
者
、
各
種
団
体
の
関
係
者
な
ど
、

多
摩
市
に
連
携
し
て
く
だ
さ
る
人
々
全
て
を
、
多
摩

市
の
関
係
人
口
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
多
摩
市
で

学
ぶ
学
生
た
ち
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
《
多
摩
市
若

者
会
議
》
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
一
例
で
す
。
若
者
会

議
は
平
成
29
年
を
初
年
度
に
、
毎
年
公
募
制
で
集

ま
っ
た
39
歳
以
下
の
メ
ン
バ
ー
が
、
多
摩
市
を
住
ん

で
み
た
い
ま
ち
、
訪
れ
て
み
た
い
ま
ち
と
す
る
た
め

に
熱
い
議
論
を
交
わ
し
、
提
言
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
多
摩
市
版《
健
幸
ま
ち
づ
く
り
》は
、
こ
う
し
た

連
携
・
協
働
し
て
く
れ
る
人
々
も
含
め
、『
世
代
の

多
様
性
が
あ
り
、
市
民
の
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
健

幸
で
あ
る
都
市
』を
目
指
す
取
り
組
み
な
の
で
す
」

　

折
し
も
２
０
２
０
東
京
オ
リ
パ
ラ
の
開
催
さ
れ
る

今
年
、
多
摩
丘
陵
の
尾
根
筋
・
南
多
摩
尾
根
幹
線
か

ら
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
に
向
か
う
上
之
根
大
通
り
な
ど

が
、
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
と
な

る
。
そ
の
際
に
は
、
六
つ
の
大
学
の
学
生
お
よ
び
若

者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

す
る
予
定
だ
。

　

ま
た
そ
の
翌
年
、
令
和
３
年
に
は
多
摩
市
は
市
制

施
行
50
周
年
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
諏
訪
・
永
山

地
区
）
へ
の
入
居
開
始
か
ら
も
足
掛
け
50
年
の
節
目

を
迎
え
る
。
再
生
へ
の
道
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ

が
、
多
摩
市
の
取
り
組
み
は
、
全
国
大
都
市
圏
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
近
未
来
を
先
取
り
す
る
事
例
と
な

る
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
元
年
11
月
28
日
）明治天皇が好んで行幸した地に建てられた「旧多摩聖蹟記念館」

ニュータウン開発区域外にある多摩市の北の玄関口「聖蹟桜ヶ丘駅」
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